
地域の中小企業連携で進める
小規模河川での

生物多様性保全の取り組み
Efforts to conserve biodiversity in small-scale rivers 

promoted 

by regional SME collaboration 

湖南企業いきもの応援団
桂 賢・南 啓次郎・鳥羽 茂之

中井克樹・宮城成和



「湖南企業いきもの応援団」とは？

滋賀経済同友会（2009）

「琵琶湖いきものイニシアティブ」
「最低１種類または１か所の生息地の保全」
等、10項目

生きものや生息地を「守る」…？
「ないものねだり」はできない。

滋賀県南部、湖南地方の中小企業で構成

「生物多様性を守ること」
＝身近な生きものを、未来へ引き継ぐこと

→まず、生きものたちの現状を知ろう。
そのために、調べることから始めよう。

?



中小企業の連携（企業ネットワーク）

・一社当たりの負担が減る（コスト・マンパワー）

・地域情報の共有と事業へのフィードバック
・異業種、同業他企業との交流

→ 継続的な調査が可能

産
・

官
・

学
の
連
携

湖南企業
いきもの応援団
〔継続的調査を実施〕

草津市
〔水質データの検証〕

琵琶湖博物館
〔生物データの検証〕

「草津市の自然と人との共生を
すすめる施策の推進計画」

「市民との協働、
地域連携事業の推進」

「琵琶湖いきものイニシアティブ」
調査結果の
「品質管理」

中小企業の連携、産・官・学の連携



事務局 滋賀経済同友会

参加企業

応援団の構成企業（18団体）
2018年度現在

・淺野運輸倉庫㈱
[栗東市] 運送、倉庫業

・㈱きんでん 滋賀支店
[草津市] 電気設備、工事 他

・草津電機㈱
[草津市] 小型モーター、ポンプの製造、販売

・郷インテクス㈱
[草津市] 空調、給湯機器用部品の製造 他

・滋賀銀行 南笠支店
[草津市] 金融業

・イサム塗料(株) 滋賀工場
[草津市] 各種塗料の製造、販売 他

・㈱アルタシミズ
[草津市] 不動産賃貸業 他

・ニプロ(株) びわこ工場
[草津市] 医療機器の製造、販売 他

これに 個人会員２名、滋賀経済同友会 事務局を加え
た１８団体にて調査を実施

・滋賀中央信用金庫 南草津支店
[草津市] 金融業

・中山倉庫㈱
[大津市] 倉庫業

・日本観光開発㈱
[草津市] レストラン、ゴルフ場 他

・日本ガラストロニクス㈱
[草津市] ガラス部品製造、省エネ商品販売 他

・パナソニック(株)アプライアンス社
[草津市] 電気機器の製造

・滋賀日万(株)
[草津市] ガラスの製造、卸売販売 他

・日電硝子加工(株)
[草津市] ガラスの製造、卸売販売 他
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『湖南 企業いきもの応援団』の活動概況

●活動内容
狼川の上流から下流にかけて設けられた

６ポイントの調査地点を、各企業が分担し
て担当し、水質およびいきものの調査を行
う。
●調査頻度

毎年４回 （1月、4月、7月、10月）
●アドバイザー

草津市
滋賀県立琵琶湖博物館



6

調査の手引き（マニュアル）



調査河川「狼川」

⑥

①

上流から下流まで
６か所の調査地点

②
③

④
⑤

水

源

（
里
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域
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口

（
琵
琶
湖
）



これまでの調査実績
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延べ参加人数

７１６名

活動報告
Vol.１

活動報告
Vol.２

第 １回：２０１０年０５月１８日（春） （１０社１８名参加）
第 ２回：２０１０年０７月２０日（夏） （１０社１８名参加）
第 ３回：２０１０年１０月１３日（秋） （１０社１８名参加）
第 ４回：２０１１年０１月２７日（冬） （１０社１８名参加）

第 ５回：２０１１年０４月２２日（春） （１２社２２名参加）
第 ６回：２０１１年０７月３５日（夏） （１０社３５名参加）
第 ７回：２０１１年１０月２１日（秋） （ ９社２１名参加）
第 ８回：２０１２年０１月２４日（冬） （１２社２４名参加）

第 ９回：２０１２年０４月２４日（春） （１０社２２名参加）
第１０回：２０１２年０７月１８日（夏） （ ９社１９名参加）
第１１回：２０１２年１０月０９日（秋） （１０社１７名参加）
第１２回：２０１３年０２月１３日（冬） （１３社１９名参加）

第１３回：２０１３年０４月１８日（春） （ ９社２０名参加）
第１４回：２０１３年０７月２３日（夏） （ ９社１９名参加）
第１５回：２０１３年１１月２０日（秋） （１０社１８名参加）
第１６回：２０１４年０１月２０日（冬） （１０社２２名参加

第１７回：２０１４年０５月１４日（春） （ ９社１９名参加）
第１８回：２０１４年０７月１８日（夏） （１１社２３名参加）
第１９回：２０１４年１１月１８日（秋） （ ８社１７名参加）
第２０回：２０１５年０１月２３日（冬） （１０社１８名参加）

第２１回：２０１５年０５月１８日（春） （ ７社１８名参加）
第２２回：２０１５年０７月１８日（夏） （ ８社１７名参加）
第２３回：２０１５年１０月１８日（秋） （ ８社２１名参加）
第２４回：２０１６年０１月１８日（冬） （１１社２２名参加）

第２５回：２０１６年０４月１９日（春） （１２社３４名参加）
第２６回：２０１６年０７月２１日（夏） （１１社２５名参加）
第２７回：２０１６年１０月２１日（秋） （ ９社２５名参加）
第２８回：２０１７年０１月２３日（冬） （ ９社２４名参加）

第２９回：２０１７年０４月１３日（春） （１４社２９名参加）
第３０回：２０１７年０７月２５日（夏） （１４社２９名参加）
第３１回：２０１７年１０月２１日（秋） （１４社２２名参加）

第３２回：２０１８年０１月３０日（冬） （１４社２５名参加）

活動報告
Vol.３

活動報告
Vol.４



調査活動 １．事前説明会

スケジュール

調査場所の分担

各社２～３名、計２０名程度
活動時間：13:00～17:00



生きもの調査 透明度計測

水質検査
（ﾊﾟｯｸﾃｽﾄ）

手網による採集

県の特別採捕許可

手造りの
セルビン

夏休みには家族の参加も

調査活動 ２．生きもの・環境調査

水温測定

環境調査



地点４に全員集合

地元小学生との“世代間交流”

写真撮影

種の同定

体長の計測

調査活動 ３．種の同定・確認



たまには交流会も

各班の調査結果をとりまとめ

水質データまとめ

実際の調査票

調査活動 ４．結果のまとめ・総括



狼川の生きものたち

コヤマトンボ

ヨシノボリ ドンコ
クサガメ

ヌマムツ

ギンブナ

コオニヤンマ

ウシガエル

ブルーギル

オオクチバス

アメリカザリガニカワリヌマ
エビの一種

赤字下線：外来種;

カワムツ

オイカワ

カマツカ

メダカ

アユ

魚類１４種
（２種）

テナガエビ

ヌマガエル

ミズムシ フロリダマミズ
ヨコエビ

ヒメタニシ カワニナ

ｶﾜｺｻﾞﾗ

ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ マシジミ ｻｶﾏｷｶﾞｲ

両生・爬虫類
５種（１種）

貝類
９種（３種）

スジエビ

モンカゲロウ ｸﾛｽｼﾞ
ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ

オニヤンマ

ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ ギンヤンマ

ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ ｵｵｺｵｲﾑｼ

アメンボ

ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ

マツモムシ

甲殻類など
６種（３種）

昆虫類
３０種＋

うちトンボ類
１１種＋

新たな地点でオオクチバス
を確認！（2015年10月）

絶滅危惧種
メダカ
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分類群 確認種数
うち外来種

数

魚類 14種 2種

両生・爬虫
類

5種 2種

昆虫類
30種以上

（トンボ類11種以
上）

0種

貝類 9種 3種

甲殻類等 6種 3種

確認生き物の種類



発見できた生き物の動向
15

在来種
カワムツ、ヌマムツ・・・＞上流から中流域が主流
オイカワ・・・・・＞中流
ギンブナ、ドンコ・・・・・＞全域で確認
ウキゴリ・・・・・最下流で2017年に確認
ハグロトンボ・・・・全域で多く確認
スジエビ・ヌマエビ・・・・全域で多く確認

新たに発見できた種
ヌマチチブ（2017）
オウミヨシノボリ（2017固有種）
ウツセミカジカ（2018年）

カネヒラ（3年にわたり確認）
外来種の傾向
オオクチバス（毎年発見）
ブルーギル（2016年に発見）
カワリヌマエビ（増加傾向）
フロリダマミズヨコエビ

ウツセミカジカ カネヒラ

ヌマチチブ、ウキゴリ、オウミヨシノボリ

ここ数年でも新たな発見や数に変
化がる。外来種の動向も気なる

継続調査が必要
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外来エビ（カワリヌマエビ属の一種）の増加

採
集
個
体
数

滋賀県条例の「指定外来種」の
候補として検討されている。

外来ヨコエビ
（フロリダマミズ

ヨコエビ）の発見
（2012年～）

2014 年に追加指定
された「指定外来種」
の分布拡大？

→ 県の自然保護施策への貢献

外来種の気になる動向



狼川の水質変化（草津市データー）

年度 1991 2014(h26) 2015(h27) 2016(h28)

BOD（類
型・㎎/L）

D（5.6) A(2.0) A(1.7) B(2.1)

T-N C（2.5） C(1.4) C(1.7) B(0.9)

T-P D（0.31） C(0.17） C(0.13) C(0.17)

顔による評
価

水質データの活用
COD

硝酸態窒素

リン酸態リン

地点１ ２ ３ ４ ５ ６

上流 下流

草津市の
調査基準点

流
入
？

徐々に回復傾向
上流側で
汚濁水
流入？

0

5

10 CODの変化 2015年度

平均

2016年度

平均

2017年度

平均

0

0.5

1

1.5

0

0.05

0.1

0.15

0.2

狼川の水質データ（草津市データ）



草津市こども環境会議

地域との連携



南笠東学区合同フェスタ

地域との連携

海外研修員の見学も

地域住民の
ふれあいイベント



出前授業（環境学習）

地域との連携

次世代の
育成

親子が
いっしょに

地域公開講座

地元の小学校で
（草津市立南笠東小学校）



「狼川水族館」（草津市立南笠東小学校）

子どもたちが
狼川のいきものを

飼育・展示



1. 事業所の立場から（参加事業所からの声）

①地域の街づくりにも参加している企業もあるが
地域を意識する企業の増加

②地域に関する従業員の意識の変革
③都市河川（排水だけであった河川）の見る目が

変わってきた
④生物多様性を意識
⑤CSR活動からSDGｓへの取り組みについて理
解が深まった。
⑥企業営業がやり易くなった。
など

＞社員の環境教育につながっている。

この活動から見えてきたもの 22



２． 行政のかかわる立場
①地域に密着している行政がかかわることで、地

域連携の足がかり
②地域の環境情報の収集する場、提供する場
③行政でできない調査を実施しており、行政データー

の補完
④地域の重要な環境資源である、中小河川の生き物

のデーターを示すことで、地域に愛される川へ誘導
し、街づくりの推進

⑤企業向けの従業員環境学習の展開の一つ
⑥職員にとっても、まちづくり手法の学習になってい
る。

＞各種計画の推進（環境基本計画 街づくり計画）

この活動から見えてきたもの 23



この活動から見えてきたもの 24

３ 地域の立場
① 持続可能な地域社会を作るうえで、希薄であった地

元企業との連携が図れ、街づくりへの参加（参画）
への期待

② 排水路としか見てなかった河川に様々な生き物がい
ることを知り、地域の環境資源、地域の宝物として
の河川へ意識の変化

③ 企業の従業員とのコンセンサスがとりやすくなり、
企業を巻き込んだ街づくりへの期待

④ 子どもたち含め、地域の小学校との連携で水族館が
学校にでき、地域に愛される河川になってきている。

＞地域づくりの推進



活動継続に当たって重要な項目

・コーディネーター（企業、行政、地域）の存在
無理のない範囲で活動できる組み立て

・専門家（生物、水質など）の存在
本物であること 技術・技能が伴うこと

・地域の活動の核になる、市民センターなどの活用
集まれる場所（地域の方々への周知）

・活動の場（実際に活動している場所。川、竹林）
・企業間同士のコンセンサス（各企業との連携）
・発表の場（活動の周知）
・地域の方々の参加（子供、小学校、先生など）
・行政の支援（道具、知識、技術の提供）
何よりも 活動を続けるためのプロセスが重要

25この活動を進めるために必要な要素
と環境学習との関係
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つなぎのプロセスとベオグラード憲章
ベオグラード憲章
環境とそれに関連する諸問題に気づき、関心を持つとともに、現在の問題解決と新しい問題の未然防止に向け

て、個人および集団で活動するための知識、技能、態度、意欲、実行力を身につけた
人々を世界中で実行育成すること 

コーディネーター(つなぎ役)が重要 

評価・支援 
行政の支援（市民センター・資材道

具） 

参加・認識 

企業・こども・学校・

住民のニーズ 
地域の方々の関り(小学校) 

企業間同士の連携 

知識・技能 

環境資源の本物・技

術・進歩 
活動の場（狼川） 

専門家の存在（県・市） 

評価・発表の場 
発表の場（こども環境会

議・地域イベントなど） つなぎ 

つなぎ 

つ

な

ぎ 

つ

な

ぎ 



環境学習の必要な要素

異業種の集まり
参加者の知識の増大
新しい発見

同定・調査方法
こども環境
会議、地域
イベント

狼川

イニシア
ティブ宣言

専門家。行政 コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在

2009年日本環境学会報告より



今後の課題

１ 継続性（参加企業と企業の経営）

＞企業にとってのメリットの見える化

２ 地域の方々の巻き込み（調査会への参加）

＞地域の宝としての位置づけ

３ 他の河川への展開

＞行政の支援の在り方とまちづくりへの展開

４ 評価する場

＞活動発表の場

５ まちづくり計画への提案

＞大学との連携、

28



29狼川 ・・・ ありふれた都市河川

「貴重な生きものや自然がなくとも、
身近な自然こそが生物多様性を考える絶好の場所」

おわりにおわりに

狼川：ありふれた都市河川

「ないものねだり」よりも、
「あるもの探し」を！

環境活動からまちづくりへ



生物多様性の活動を通じた
環境人づくり、環境学習の

アプローチ

横の連携（主体間）を広げ

縦のつながり（継続・世代間）を未来へ

ありがとうございました
＜湖南企業いきもの応援団＞


